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＜連絡事項＞

· 本日17：00～立ち入り検査の書類準備の為、下館S.G.Mと山田が不在となる。

· 1/28（月）13：00～16：00立ち入り検査が行われる。環境整備（衛生面）も見る為、掃除も念入りに行う事。

· 2/5～11までの期間に嗜好調査を行う予定。協力お願いします。

· 身だしなみチェック表を本日中に提出する事。

＜外来情報＞

・　横町　浩様　　～踵にひび割れあり、ゲンタシン軟膏継続処方となっている。

・　関　秀治様　　～踵のひび割れあり境皮膚科受診され軟膏処方となっている。ユベラ軟膏塗布し削るようにとの事。また、左足4.5指の間に痒みがあるとの事でケルガー軟膏処方となっている。

· 久保　興介様　～通信教育を行っており、レポートの提出は終え2月に試験がありスムーズにいか　　

ずイライラする事やどうでも良いと考える事があると話される。抗不安薬を2日に1回服用するように指示あるが、1日6錠まで服用出来る事を本人へ伝えている。

お母様より、本人の気分の浮き沈みが激しい事やテレビで北海道のグループホームについて放送されていた事を話されている。北海道のグループホームでは、社会復帰に向けて、個人の能力に合わせて個別で指導していることを話される為、主治医より北海道のグループホームは珍しい為放送された事や、お母様のデイケアに対するイメージと一般的なデイケアとの違いを確かめるためにも本人の様子をデイケアへ行きスタッフから聞いてみるように話される。

· 大久保　律子様～特に変わりなし。時折眼球上転があるとの事で「眼球上転してから薬を飲むのと　

眼球上転する前に薬を飲むのと効き目が違う」と話される。

・　田名部　一樹様～「母親に教えてもらいながらいろいろな事をしている。手洗いなど清潔にも気を付けている」と話される。睡眠状況は変わりないと話される。

・　関口　禅様　　～「週1回デイケアを休んでいるが今の生活のパターンが合っている」と話される。

・　八木橋　牧雄様～血圧168/82mmHg、脈拍90回/分、体重58.2kgとなっており、以前より増加して

いる。酒臭が感じられている。

· 伊藤　雄一様　～民主党について話されるが、特に変薬なし。

主治医と青山荘スタッフとの面談を行っている。

デイケアメンバーの自宅へ行こうとされたことについて、妄想症状が悪化しているがどこまで自制できるのか1週間様子を見る事とし、その後服薬調整していく可能性もあるとの事。青山荘、デイケアと連携を持ち関わっていく事、外出時のルールについて相手のメンバーも含めて話し合うようにアドバイスあり。

＜利用者様情報＞

· 其田　淑子様　～来週月・木・金曜日デイケア体験利用予定。デイナイトケア利用扱いで、デイケ

アへ16：00までいる事としている。

· 北嶋　　剛様　～本人より「問診の為に外来まで歩いていくのに坂や雪道が怖い」また「父がデイ

ケア利用しているが、自分と母がデイケア（青陽館）行っている間にデイバスが迎えに来るがその間父を一人にして来るのが不安だ」との事で、冬期間はデイケアを欠席したいと話される。

⇒・定期的に電話連絡し状態を報告する事を約束して頂く。

・外来へ情報提供する。

· 古舘　ヨリ様　～本人より、お惣菜を購入し夕食を摂取されており、青山荘での食事サービスは今　

月利用していないとの事。また、歯科受診に関しても受診の意思が感じられず、言葉を濁している。

　　　　　　　　　⇒・現在、歯痛の為デイケアではキザミ食にしているが、自宅では上手く刻む事が出来ないと思われる事やバランスの良い食事の為にも、青山荘の食事サービスを勧める。

　　　　　　　　　　・歯科受診に関しては、本人は天候や用事のせいにして受診しようとはしない為、青明舎や訪問看護から付き添ってもらうよう情報提供していく。

· 高橋　洋子様　～本日、体験利用。娘様の送迎の都合により、18：00まで青陽館にいるとの事で、

昼食と夕食持参されている。娘様が帰るとテーブルに弁当をひろげ、食べようとされる為声を掛けると「お腹が空いたから」と話される。食事を摂る時間ではない事伝えている。11：00より、他者と一緒に入浴されている。

· 種市　久子様　～昨日夕方電話あり。ケア会議での内容を振り返って頂くが返答なく、一方的にス

タッフへの不満を話される。

⇒夜間電話が来た場合は用件を北病棟で聞いてもらい、急用時のみデイケアへつないでもらうか検討している。

＜デイナイトケア事例検討会＞

倉石　ヨシエ様（73）　統合失調症　　

検討内容：今後の方向性について

現状：　・ふらつきが見られる。浴室でのふらつきも目立つ。

　　　　　　・運動プログラムでは、上半身のみの運動に参加される事多い。

　　　　　　・運動は出来ない訳ではないが、勧めると「神様が…」と話す。

　　　　　　・エアロビクスでは、仰向けになる動作がなかなか出来ない。仰向けになると起き上がる事が出来ない。

　　　　　　・今野様との交流見られ、プログラム中の居眠りが減ってきた。

青風荘より：・健康教室は上半身の他、徐々に「足挙げ」や「お尻歩き」等、下半身の運動にも参加出来ている。

・衣類のほつれや穴あきを「神様」のせいにしている。

・おやつに関しては、牛乳を週2本飲んでいたが、朝食時に厨房から出る事から昨年末から購入していない。

　　　　　　　　・皮膚へ湿疹見られ、入浴後の軟膏塗布で対応しているが、声掛けしないと塗布しない。

　　今後　：・下半身の運動を行っていく。

・入浴後の軟膏塗布の声掛けを行っていく。










